
県
で
は
今
年
度
、
大
都
市
圏
の
農

業
系
大
学
生
を
対
象
に
し
た
「
と
く

し
ま
農
業
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
（
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
モ
デ
ル
事
業
」
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
こ
れ
は
、
農
業

の
新
た
な
成
長
分
野
を
支
え
る
人
材

を
確
保
す
る
た
め
、
県
内
の
農
家
に

１
週
間
宿
泊
し
て
農
作
業
と
農
家
生

活
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
農
業
経
営

の
魅
力
や
生
き
甲
斐
を
知
っ
て
も
ら

い
、
本
県
へ
の
就
農
を
考
え
て
も
ら

い
た
い
と
企
画
し
た
も
の
。

こ
の
事
業
は
、
県
農
業
会
議
が
県

か
ら
委
託
を
受
け
て
実
施
し
て
お
り
、

就
農
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
東
京
や

関
西
の
大
学
の
農
学
部
を
訪
問
し

「
農
業
に
対
す
る
意
欲
や
知
識
と
希

望
す
る
畜
産
・
野
菜
・
果
樹
な
ど
の

作
物
や
作
業
」
に
つ
い
て
、
学
生
と

直
接
面
談
に
よ
り
把
握
し
、
県
内
の

受
け
入
れ
農
家
や
農
業
法
人
な
ど
を

紹
介
し
て
体
験
し
て
も
ら
う
も
の
。

そ
の
結
果
、
現
在
ま
で
に
東
京
、
関

西
の
農
業
系
大
学
生
、
34
人
が
決
定

し
て
お
り
順
次
就
農
体
験
を
す
る
。

ま
た
、
今
後
も
体
験
希
望
者
が
続

出
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
受
け

入
れ
可
能
と
思
わ
れ
る
農
家
や
農
業

法
人
を
就
農
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

巡
回
し
て
受
け
入
れ
先
の
確
保
に
追

わ
れ
て
い
る
。

同
事
業
の
第
１
号
と
し
て
、
東
京

農
工
大
農
学
部
４
年
の
勝
田
あ
か
ね

さ
ん
（
22
）
＝
東
京
都
羽
村
市
在
住

＝
は
７
月
４
日
か
ら
11
日
ま
で
、
徳

島
市
南
沖
洲
２
で
阿
波
九
条
ネ
ギ
を

生
産
す
る
戎
農
園
（
戎
芳
郎
代
表
）

に
泊
ま
り
込
み
で
、
農
家
生
活
や
土

壌
作
り
か
ら
ネ
ギ
の
作
付
け
・
収
穫
・

選
別
・
出
荷
と
就
農
体
験
に
取
り
組

ん
だ
。
８
日
に
は
県
庁
に
飯
泉
嘉
門

知
事
を
表
敬
訪
問
し
（
写
真
右
）

「
土
壌
作
り
や
肥
料
の
使
い
方
に
関

心
が
あ
り
、
講
義
で
は
得
ら
れ
な
い

知
識
や
技
術
が
実
践
的
に
身
に
つ
き

ま
す
」
と
話
し
、
飯
泉
知
事
は
「
徳

島
で
の
農
業
体
験
を
大
学
な
ど
で
Ｐ

Ｒ
し
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
た
。

（
３
面
に
関
連
記
事
）
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大 塚 啓 二

目

次

一
．
農
業
の
新
た
な
人
材
確
保
を･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

１

二
．
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業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
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報
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･
･
･

２

三
．
農
業
者
年
金
新
規
加
入
者
十
万
人
突
破･

･
･
･
･
･
･
･
･
･

３

四
．
選
挙
委
員
決
ま
る･
･
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･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

４

五
．
日
本
農
業
技
術
検
定
学
科
試
験
が
開
始･

･
･
･
･
･
･
･
･
･

５

六
．
徳
島
県
農
業
会
議
等
の
行
事
予
定･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

６

就
業
体
験
の
場
を
設
け
て

農
業
系
大
学
生
を
勧
誘

今
年
は
、
梅
雨
明
け
前
の
６
月
か

ら
厳
し
い
暑
さ
が
続
い
て
い
る
。
全

国
各
地
で
熱
中
症
で
倒
れ
る
人
が
相

次
ぎ
、
不
幸
に
も
自
宅
ア
パ
ー
ト
や

農
作
業
中
に
熱
中
症
に
罹
り
、
死
亡

者
も
で
て
い
る
。
▼
原
発
事
故
等
に

よ
る
電
力
の
供
給
不
足
が
懸
念
さ
れ

る
中
、
自
治
体
、
企
業
は
勤
務
時
間

の
変
更
や
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度
を

高
く
す
る
な
ど
節
電
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
一
般
家
庭
で
も
エ
ア
コ
ン
の

設
定
温
度
を
高
く
す
る
な
ど
節
電
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
節
電
対
策
で

エ
ア
コ
ン
を
切
る
と
室
内
で
も
熱
中

症
に
罹
る
恐
れ
が
あ
る
。
節
電
は
必

要
で
あ
る
が
、
エ
ア
コ
ン
等
を
有
効

に
活
用
し
、
熱
中
症
に
罹
ら
な
い
よ

う
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
▼
さ
て
、

本
県
で
は
、
夕
方
に
な
る
と
阿
波
踊

り
の
練
習
が
県
下
各
地
で
行
わ
れ
て

い
る
。
阿
波
踊
り
は
鳴
門
市
の
８
月

９
日
を
皮
切
り
に
徳
島
市
が
12
日
か

ら
、
ま
た
県
下
各
地
で
も
始
ま
り
、

徳
島
の
夜
を
暑
く
す
る
。
▼
阿
波
踊

り
に
併
せ
、
本
県
で
は
本
格
的
な
稲

刈
り
が
県
南
か
ら
始
ま
っ
て
く
る
。

暑
い
最
中
で
の
稲
刈
り
は
こ
ま
め

に
水
分
や
塩
分
を
補
給
し
、
猛
烈
な

暑
さ
と
な
る
日
中
を
避
け
、
夜
間
は

冷
房
を
適
切
に
利
用
し
て
体
力
の
回

復
に
努
め
る
な
ど
、
万
全
な
体
制
で

夏
の
稲
刈
り
を
乗
り
切
り
た
い
も
の

で
あ
る
。

（
Ｋ
．
Ｏ
）

阿波九条ネギの選別に取り組む勝田さん

飯泉知事を表敬訪問

農
業
の
新
た
な
人
材
確
保
を
！



単位：件

個人 法人 集落営農
米戸別所得補償

モデル事業
水田利活用

自給力向上事業

徳島 8,360 8,323 34 3 4,819 6,205

全国 1,163,090 1,149,505 6,187 7,398 1,006,192 578,500

経営形態別支払件数 事業別支払件数

戸別所得補償モデル対策の支払件数

支払件数
平成

22年度

単位 ：億 円

うち 定額部分 うち変 動部分

徳島 6.1 3.0 3.1 4.8 10.9

全国 3,069 1,529 1, 539 1,890 4,958

戸別所得 補償モデ ル対策の 支払額

合計
米モ デル事
業 支払額

水田利 活用
事業支 払額

平 成
22年 度

単位：ha

主食用米
（参考）
10ａ控除前

麦 大豆
飼料作物
（除WCS用

稲）
米粉用米 飼料用米 WCS用稲 そば その他

徳島 2,030 2,533 59 41 211 18 180 46 4 2,011

全国 1,019,476 1,127,040 166,300 112,003 95,670 4,920 14,773 15,878 31,346 168,537

戸別所得補償モデル対策の支払面積

米戸別所得補償
モデル事業

水 田 利 活 用 自 給 力 向 上 事 業
平成
22年度
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平
成
23
年
度

農
業

者
戸
別
所
得
補
償
制

度
の
交
付
申
請
件
数

（速
報
値
）

６
月
末
現
在
の
申
請
件
数
は
、
東

日
本
大
震
災
の
影
響
で
申
請
期
限
を

延
長
し
て
い
る
五
県
を
除
い
て
１
０

４
万
８
，
６
３
０
件
で
、
徳
島
県
は

９
，
７
０
０
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

徳
島
県
の
申
請
件
数
は
、
昨
年
の

モ
デ
ル
対
策
の
支
払
実
績
８
，
３
６

０
件
と
比
べ
て
１
１
６
％
と
増
加
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
昨
年
モ
デ
ル
対
策
を
実

施
し
た
こ
と
に
よ
り
本
制
度
の
理
解

が
深
ま
っ
た
こ
と
、
米
の
所
得
補
償

交
付
金
や
米
価
変
動
補
て
ん
交
付
金

の
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
、
新
た
に
飼

料
用
米
等
に
取
り
組
む
農
家
が
増
え

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

経
営
形
態
別
の
申
請
数
は
、
個
人

が
９
，
６
５
３
件
、
法
人
が
45
件
、

集
落
営
農
が
２
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
現
在
、
地
域
協
議
会
で
申

請
書
を
精
査
し
て
い
る
段
階
で
あ
り
、

最
終
的
な
申
請
件
数
は
増
減
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

【お
問
い
合
わ
せ
先
】

中
国
四
国
農
政
局
徳
島
農
政
事
務
所

０
８
８
ー
６
２
２
ー
６
１
３
２

９
月
１
日
か
ら
中
国
四
国
農
政
局

徳
島
地
域
セ
ン
タ
ー
に
移
行
し
ま
す
。

平
成
22
年
度
戸
別
所

得
補
償
モ
デ
ル
対
策
の

支
払
状
況

昨
年
度
実
施
し
た
戸
別
所
得
補
償

モ
デ
ル
対
策
の
支
払
件
数
は
、
全
国

で
１
１
６
万
３
，
０
９
０
件
で
、
徳

島
県
は
８
，
３
６
０
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
う
ち
、
米
モ
デ
ル
事
業

が
４
，
８
１
９
件
、
自
給
力
向
上
事

業
が
６
，
２
０
５
件
と
な
り
ま
し
た
。

次
に
、
支
払
額
を
見
る
と
、
米
モ

デ
ル
事
業
は
６
億
１
，
０
０
０
万
円

で
、
う
ち
定
額
部
分
が
３
億
円
．
米

価
の
値
下
が
り
に
伴
う
変
動
部
分
の

支
払
が
３
億
１
，
０
０
０
円
と
な
り

ま
し
た
。

一
方
、
自
給
力
向
上
事
業
は
４
億

８
，
０
０
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

米
モ
デ
ル
事
業
の
支
払
額
と
併
せ
た

モ
デ
ル
対
策
の
合
計
支
払
額
は
10
億

９
，
０
０
０
万
と
な
り
ま
し
た
。

支
払
面
積
ベ
ー
ス
で
見
る
と
、
米

モ
デ
ル
事
業
は
２
，
０
３
０
㌶
、
10

㌃
控
除
前
面
積
は
２
，
５
３
３
㌶
で

昨
年
度
の
水
稲
作
付
面
積
１
万
３
，

５
０
０
㌶
の
２
割
弱
と
い
う
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
自
給
力
向
上
事
業
で
は
、

飼
料
用
米
が
前
年
度
の
７
㌶
か
ら
26

倍
の
１
８
０
㌶
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
が
前

年
度
の
23
㌶
か
ら
２
倍
の
46
㌶
と
な

る
な
ど
新
規
需
要
米
の
増
加
が
特
徴

的
で
し
た
。



(
独
）
農
業
者
年
金
基
金
は
６
月

30
日
、
新
規
加
入
者
の
確
保
目
標
で

あ
っ
た
10
万
人
を
突
破
し
た
と
発
表

し
た
。

農
業
者
年
金
制
度
は
、
平
成
14
年

１
月
に
農
業
者
の
老
後
生
活
の
安
定

と
福
祉
の
向
上
、
農
業
者
の
確
保
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
に
再
構
築
さ
れ
、

本
年
で
10
年
目
を
迎
え
て
い
る
。

こ
の
年
金
制
度
は
、
自
ら
積
み
立

て
た
保
険
料
と
そ
の
実
績
に
よ
り
将

来
受
け
取
る
年
金
額
が
決
ま
る
「
積

立
方
式(

確
定
拠
出
型
）
」
を
導
入

す
る
こ
と
で
制
度
の
安
定
を
図
る
と

と
も
に
、
税
制
面
で
の
優
遇
措
置
や

一
定
の
要
件
を
満
た
す
農
業
者
に
は

国
か
ら
保
険
料
の
補
助
が
あ
る
な
ど
、

農
業
者
だ
け
が
利
用
で
き
る
メ
リ
ッ

ト
が
多
い
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
農
産
物
価
格
の

低
迷
や
農
業
用
資
材
等
の
高
騰
等
の

農
業
情
勢
が
厳
し
い
中
で
、
新
規
加

入
者
の
確
保
は
容
易
で
な
い
状
況
が

全
国
的
に
続
い
て
い
る
。

農
業
者
年
金
基
金
で
は
新
規
加
入

者
の
確
保
を
最
重
点
課
題
と
位
置
づ

け
、
平
成
19
年
３
月
時
点
の
加
入
者

８
万
４
千
人
の
段
階
で
「
10
万
人
早

期
達
成
３
カ
年
計
画
」
を
、
ま
た
、

平
成
22
年
３
月
に
は
「
新
３
カ
年
計

画
」
を
そ
れ
ぞ
れ
打
ち
出
し
、
各
都

道
府
県
の
農
業
会
議
や
Ｊ
Ａ
中
央
会

を
通
じ
て
「
加
入
推
進
特
別
対
策
」

を
実
施
し
て
き
た
結
果
、
よ
う
や
く

新
規
加
入
者
10
万
人
が
達
成
さ
れ
た
。

徳
島
県
に
お
い
て
は
、
前
３
カ
年

計
画
で
は
１
４
８
人
の
新
規
加
入
者

を
確
保
し
一
定
の
成
果
を
上
げ
た
が
、

新
３
カ
年
計
画
の
初
年
度
で
あ
っ
た

平
成
22
年
度
は
14
人
の
新
規
加
入
者

し
か
確
保
で
き
ず
、
本
年
度
か
ら

「
特
別
重
点
受
託
機
関
」
に
指
定
さ

れ
重
点
的
な
加
入
推
進
活
動
が
義
務

づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
た
め
、
本
会
議
で
は
年
度
当

初
か
ら
Ｊ
Ａ
徳
島
中
央
会
と
連
携
を

取
り
、
全
農
業
委
員
会
・
全
Ｊ
Ａ
を

巡
回
訪
問
し
、
県
段
階
・
市
町
村
段

階
が
一
体
と
な
っ
て
加
入
推
進
を
協

議
す
る
こ
と
で
、
市
町
村
段
階
の
業

務
受
託
機
関
の
平
成
23
年
度
の
加
入

推
進
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。

今
後
は
こ
の
計
画
に
沿
っ
て
県
内

各
地
で
加
入
推
進
活
動
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て

も
農
業
者
の
老
後
生
活
の
安
定
に
は

農
業
者
年
金
制
度
は
欠
か
せ
な
い
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
人
で
も
多

く
の
農
業
者
に
本
制
度
に
つ
い
て
理

解
し
て
い
た
だ
き
加
入
し
て
も
ら
う

こ
と
で
、
安
心
し
て
老
後
を
迎
え
て

も
ら
う
よ
う
、
わ
れ
わ
れ
業
務
受
託

機
関
は
丁
寧
親
切
な
説
明
を
常
に
行

う
よ
う
心
掛
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
首
都
圏
・
京
阪
神

農
学
系
大
学
生
」

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

募
集
事
業
の
実
施

本
県
で
は
今
年
度
か
ら
、
「
と
く

し
ま
農
業
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
（
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
モ
デ
ル
事
業
」
を

始
め
た
。
農
業
の
「
新
た
な
成
長
分

野
」
を
支
え
る
人
材
確
保
に
向
け
、

本
県
農
業
・
農
村
へ
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
、
特
に
首
都
圏
お
よ

び
京
阪
神
地
域
の
農
業
系
大
学
生
に

「
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
」
を
提
供
す
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
学
生
募
集
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
。

募
集
は
、
「
徳
島
県
の
農
家
や
農

業
法
人
で
農
業
の
魅
力
・
や
り
が
い

を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
あ
な
た

の
希
望
に
出
来
る
だ
け
沿
う
よ
う
徳

島
県
が
責
任
を
持
っ
て
受
け
入
れ
先

を
紹
介
し
ま
す
。
」
と
言
っ
た
内
容

で
、
首
都
圏
の
７
大
学
、
京
阪
神
の

４
大
学
の
う
ち
、
６
大
学
か
ら
、
こ

れ
ま
で
に
37
名
の
問
い
合
わ
せ
や
相

談
が
あ
り
、
現
在
34
名
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
行
っ
て
い
る
。

募
集
要
領
は
、
農
業
系
学
生
や
卒

業
生
お
よ
び
農
業
系
以
外
で
も
、
農

業
に
関
心
が
あ
る
学
生
（
知
事
が
特

に
認
め
る
者
）
も
対
象
者
と
し
て
い

る
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
期
間
は

７
日
～
10
日
間
程
度
で
、
徳
島
駅
や

空
港
ま
で
来
て
も
ら
い
、
受
入
農
家

ま
で
案
内
し
て
農
作
業
等
を
体
験
さ

せ
る
も
の
。
食
事
と
宿
泊
は
、
原
則

受
け
農
家
に
お
願
い
し
て
い
る
が
、

こ
れ
に
必
要
な
費
用
は
県
が
負
担
す

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
希
望
す
る

学
生
は
傷
害
保
険
に
加
入
し
て
い
る

こ
と
が
条
件
で
、
申
込
書
と
誓
約
書

を
提
出
し
て
も
ら
う
。
希
望
作
目
で

マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
受
入
農
家
で
の
農

作
業
等
の
体
験
を
通
じ
て
、
期
間
中

の
取
組
内
容
や
感
想
を
毎
日
記
録
し
、

こ
れ
に
受
入
農
家
が
目
を
通
し
て
コ

メ
ン
ト
す
る
。
最
後
に
全
体
を
通
し

て
の
成
果
と
感
想
を
報
告
書
に
ま
と

め
、
提
出
を
も
っ
て
徳
島
県
で
の
農

業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
終
了
す
る
。

ま
た
、
こ
の
期
間
中
に
学
生
か
ら

出
さ
れ
た
疑
問
点
や
質
問
事
項
に
つ

い
て
「
質
問
回
答
シ
ー
ト
」
を
提
出

し
て
も
ら
い
、
こ
れ
に
素
早
く
返
答

が
で
き
る
よ
う
農
業
技
術
陣
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
る

の
も
本
県
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度

の
特
徴
で
あ
る
。

な
お
、
本
事
業
の
実
施
期
間
は
平

成
23
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
の

４
年
間
で
あ
る
。
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農
業
者
年
金
新
規
加
入
者
十
万
人
突
破

全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会
が

開
催
さ
れ
る

５
月
26
日
東
京
・
日
比
谷
公
会
堂

に
て
平
成
23
年
度
全
国
農
業
委
員
会

会
長
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
６
つ
の

議
案
が
決
議
さ
れ
、
農
業
委
員
会
系

統
組
織
の
活
動
方
針
が
示
さ
れ
た
。

決
議
案
は
順
に
、
「東
日
本
大
震

災
と
東
京
電
力
原
子
力
発
電
所
事
故

に
関
す
る
特
別
要
請
決
議
」
、
「TP

P

交
渉
への
参
加
撤
回
を
求
め
る
緊
急
要

請
決
議
」、
「食
と
農
林
水
産
業
の
復

興
・再
生
に
向
け
た
政
策
提
案
決
議
」
、

「地
域
の
農
地
と
担
い
手
を
守
り
生
か

す
農
業
委
員
会
活
動
に
関
す
る
申
し

合
わ
せ
決
議
」、
「情
報
提
供
活
動
の

一
層
の
強
化
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ

決
議
」、
「全
国
農
業
委
員
会
会
長
大

会
実
行
運
動
計
画
」と
な
っ
た
。

会
長
大
会
に
お
い
て
も
議
題
の
中

心
は
震
災
復
興
で
あ
り
、
「
東
日
本

大
震
災
」
か
ら
の
復
興
に
日
本
全
体

で
取
り
組
ん
で
い
く
姿
勢
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

お
知
ら
せ

徳
島
県
農
業
会
議
で
は
Ｉ
Ｐ
電
話
の

導
入
に
伴
い
電
話
番
号
を
左
の
通
り
変

更
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

代
表
（
０
８
８
）
６
７
８
ー
５
６
１
１

太田全国農業会議所会長挨拶



徳
島
市(

定
数
29
名
）

▽
１
区(

４)

多
田
忠
明
、
橘
榮
一
、
岸

本
昇
、
福
髙
利
明

▽
２
区(

４)
岸
野

重
幸
、
大
平
雅
義
、
田
中
明
伯
、
中
野

耕
一

▽
３
区(

５)

稲
原
照
雄
、
能
田

義
弘
、
金
澤
敬
治
、
山
本
孝
、
槇
茂
徳

▽
４
区(

４)

川
人
泰
博
、
森
政
雄
、

福
井
利
興
、
松
浦
英
一
、
▽
５
区(

５)

阿
望
充
明
、
坂
東
二
三
男
、
大
寺
儀

一
、
品
山
昌
美
、
髙
畠
元
治

▽
６
区

(

６)

伊
川
武
、
近
藤
浩
二
、
鎌
田
良
昭
、

野
口
芳
久
、
坂
東
政
義
、
谷
川
一
男

鳴
門
市(

定
数
25
名)

木
本
重
夫
、
吉
成
利
文
、
濱
史
郎
、
大

塚
武
久
、
佐
賀
英
三
、
野
田
靖
之
、
板

東
幸
雄
、
中
井
弘
、
向
井
武
、
友
行
昭
、

岡
部
晃
資
、
森
光
夫
、
橋
本
宏
、
岡
部

宏
崇
、
武
市
義
弘
、
谷
崎
正
、
坂
謙
治
、

後
藤
政
幸
、
柴
田
精
治
、
喜
馬
邦
雄
、

八
木
亨
、
和
田
泰
正
、
磯
﨑
和
彦
、
竹

村
昇
、
和
泉
本
正
直

小
松
島
市(

定
数
25
名
）

住
友
勉
、
福
壽
義
憲
、
髙
橋
勇
男
、
栗

本
謙
二
、
谷
知
勇
一
、
柳
生
英
一
、
矢

和
田
百
、
原
保
一
、
山
本
康
信
、
前
田

久
、
湯
浅
友
子
、
宮
本
巧
、
池
渕
林
、

吉
岡
孝
、
濵
田
孝
俊
、
奥
田
勲
、
川
井

弘
治
、
青
木
正
廣
、
松
原
巖
、
山
城
昭

一
、
藤
野
英
幸
、
内
多
泰
美
、
中
川
靖

則
、
村
岡
満
雄
、
杉
本
勝

美
馬
市
（定
数
30
名
）

▽
１
区(

10)

長
浦
勝
幸
、
田
中
耕
治
、

北
岡
健
治
、
黒
川
邦
晴
、
藤
原
廣
信
、

藤
原
和
夫
、
金
谷
和
夫
、
宇
山
孝
、
逢

坂
数
実
、
平
尾
雄
志

▽
２
区(

13)

西

岡
登
、
木
野
修
、
中
川
重
文
、
大
久
保

孝
雄
、
祖
父
江
弘
、
西
條
一
男
、
正
木

一
美
、
桜
間
芳
幸
、
山
内
國
宏
、
篠
原

豊
、
國
見
朗
、
伊
良
原
和
夫
、
宇
山
崇

司

▽
３
区(

７)

武
田
大
三
郎
、
松
家

安
信
、
勢
古
光
男
、
大
崎
憲
一
、
安
達

英
雄
、
松
浦
良
和
、
佐
古
春
夫

勝
浦
町(

定
数
10
名)

瀬
戸
正
彦
、
森
内
智
、
花
岡
吉
徳
、
桂

木
茂
、
立
石
竹
夫
、
吉
田
和
弘
、
宮
本

仁
志
、
小
山
善
昭
、
野
上
治
男
、
松
本

良
信

上
勝
町(

定
数
８
名)

金
児
利
延
、
鎌
田
吉
男
、
田
中
貴
代
、

東
原
良
夫
、
美
馬
富
久
、
山
田
武
志
、

松
下
高
雄
、
竹
中
充
代

佐
那
河
内
村(

定
数
10
名)

谷
渕
孝
雄
、
森
脇
昌
之
、
尾
﨑
喜
一
、

酒
井
義
明
、
井
開
安
幸
、
日
下
武
弘
、

東
條
操
、
清
水
薫
、
馬
詰
三
千
雄
、
野

田
友
持

石
井
町(

定
数
10
名)

宮
本
晴
男
、
大
栗
裕
美
、
高
橋
修
、
岩

本
光
雄
、
中
原
秀
夫
、
上
田
啓
介
、
泉

文
明
、
井
川
儀
一
郎
、
小
川
雄
二
、
板

東
基
次

神
山
町(

定
数
12
名)

佐
々
木
善
兼
、
相
原
利
章
、
原
田
正

信
、
河
野
博
行
、
田
中
一
重
、
相
原
章

臣
、
向
井
勝
、
新
居
榮
二
、
上
杉
茂
市
、

東
曻
、
渡
邊
弘
幸
、
中
川
善
道

那
賀
町(

定
数
18
名)

岡
川
和
男
、
清
水
克
洋
、
亀
代
高
男
、

松
元
茂
喜
、
中
原
孝
夫
、
前
川
雅
壽
、

谷
内
清
孝
、
瀧
賢
一
、
竹
内
稔
治
、
織

岡
祥
二
、
株
田
茂
、
早
川
幸
男
、
野
口

穗
、
武
内
力
、
村
田
衛
、
湯
浅
善
光
、

豊
原
幸
治
、
原
田
敏
男

牟
岐
町(

定
数
８
名)

内
山
和
行
、
谷
口
芳
孝
、
藤
原
健
一
、

大
谷
達
也
、
井
上
正
雄
、
小
林
章
、
竹

山
延
広
、
築
地
稔
之

松
茂
町(
定
数
11
名
）

松
田
靖
、
鎌
田
寛
司
、
島
津
實
孝
、
西

口
義
則
、
古
川
茂
夫
、
小
野
博
文
、
宮

内
敬
郎
、
酒
井
博
文
、
島
田
茂
、
岡
本

好
弘
、
冨
士
寛
治

北
島
町(

定
数
11
名)

高
畠
賢
治
、
太
田
博
文
、
賀
好
敏
博
、

松
島
正
雄
、
亀
田
毅
、
北
島
哲
司
、
近

藤
優
夫
、
新
見
昌
史
、
河
口
三
郎
、
阿

部
博
、
佐
野
義
敎

藍
住
町(

定
数
16
名)

勝
野
同
、
濵
幸
藏
、
西
條
久
一
、
駒
田

喜
彦
、
大
住
秀
樹
、
坂
野
好
宏
、
山
田

勝
彦
、
久
次
米
武
、
住
瀬
美
通
、
村
山

正
敏
、
田
中
米
治
、
奥
村
健
二
、
田
村

榮
一
、
渡
邉
早
見
、
寺
内
敏
雄
、
西
孝

夫板
野
町(

定
数
15
名
）

松
本
眞
一
、
吉
本
敏
昭
、
新
野
周
史
、

藤
井
正
純
、
佐
藤
忠
行
、
佐
伯
勉
、
髙

富
勉
、
平
野
幸
、
藤
井
賢
治
、
金
岡
貴

美
、
兒
島
毅
、
玉
田
裕
志
、
秦
定
夫
、

平
野
隆
一
、
阿
部
貴
行

上
板
町(

定
数
12
名)

田
村
保
信
、
鎌
田
信
隆
、
多
田
弘
幸
、

黒
岩
義
孝
、
井
内
忠
明
、
佐
藤
正
人
、

佐
藤
尚
史
、
花
補
佐
和
良
、
松
浦
良

雄
、
安
田
陸
紀
、
板
東
孝
司
、
清
水
政

良つ
る
ぎ
町(

定
数
20
名)

中
尾
富
士
雄
、
木
田
伸
治
、
岡
文
夫
、

三
宅
久
雄
、
森
野
誠
二
、
武
田
富
夫
、

西
岡
治
幸
、
小
倉
正
、
桑
平
稔
、
柴
田

純
二
、
坂
本
誠
治
、
三
反
田
哲
雄
、
日

浦
聖
、
堀
部
勝
博
、
岡
本
伸
清
、
岡
田

耕
一
、
村
雲
利
量
、
眞
鍋
一
、
藤
田
安

見
、
大
森
豊
春

「
平
成
23
年
春
の
叙
勲

勲
章
伝

達
式
」
が
６
月
24
日
、
県
庁
で
執
り

行
わ
れ
、
飯
泉
嘉
門
知
事
か
ら
牟
岐

町
農
業
委
員
会

大
谷
達
也
会
長
に

勲
章
（
旭
日
双
光
章
）
と
勲
記
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

大
谷
会
長
さ
ん
は
昭
和
59
年
に
牟

岐
町
の
農
業
委
員
に
就
任
、
現
在
ま

で
長
き
に
わ
た
り
農
業
委
員
と
し
て

精
励
恪
勤
し
、
平
成
５
年
か
ら
は
牟

岐
町
農
業
委
員
会
の
会
長
と
し
て
、

ま
た
、
徳
島
県
農
業
会
議
の
１
号
会

議
員
と
し
て
適
正
な
農
地
行
政
の
執

行
と
円
滑
な
農
業
委
員
会
活
動
の
運

営
に
尽
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
の
受
章
は
、
県
下
農
業
委

員
会
組
織
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
ご
活
躍
さ
れ
る
と
と
も
に
、
地
域

農
業
の
振
興
と
農
業
者
の
地
位
向
上

に
果
た
し
て
き
た
功
績
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

大
谷
会
長
さ
ん
に
は
、
心
か
ら
お

慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

今
後
と
も
本
県
農
業
の
振
興
に
ご

尽
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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農
業
委
員

統
一
選
挙

公
選
委
員
決
ま
る

３
年
に
一
度
の
農
業
委
員
の
統
一
選
挙
が
７
月
10
日
に
実
施
さ
れ
、

県
内
で
は
17
農
業
委
員
会
で
新
た
な
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
今
回

の
統
一
選
挙
で
当
選
さ
れ
た
農
業
委
員
名
を
掲
載
し
ま
す
。

晴
れ
の
受
章
お
慶
び

勲
章
が
伝
達
さ
れ
た
大
谷
会
長



こ
ん
に
ち
は
。
日
本
政
策
金
融
公

庫
徳
島
支
店
農
林
水
産
事
業
で
す
。

蒸
し
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

今
回
は
公
庫
で
取
扱
っ
て
い
る
資
金

制
度
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

農
業
経
営
基
盤
強
化
資
金

（
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
）

認
定
農
業
者
の
方
を
対
象
と
し
た

資
金
制
度
で
、
農
地
や
機
械
・
設
備

の
取
得
、
運
転
資
金
な
ど
幅
広
い
用

途
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

借
入
の
限
度
額
は
個
人
１
億
５
千

万
円
、
法
人
５
億
円
、
償
還
期
限
は

最
長
で
25
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
に
限
り
、
市
町
村
等
の
利

子
助
成
に
よ
り
、
借
入
か
ら
５
年
間

は
実
質
無
利
子
で
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。
こ
の
場
合
の
限
度
額
は
個
人

１
億
円
、
法
人
３
億
円
で
す
。
ま
た
、

一
部
の
市
町
村
で
は
無
利
子
と
な
ら

な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

農
業
改
良
資
金

新
規
農
業
部
門
の
開
始
や
新
技
術

の
導
入
等
、
新
し
い
取
組
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
方
に
対
し
、
無
利
子
で
ご

融
資
す
る
資
金
制
度
で
す
。

認
定
農
業
者
だ
け
で
な
く
、
認
定

就
農
者
や
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
、
主
業

農
業
者
の
方
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。借

入
の
限
度
額
は
個
人
５
千
万
円
、

法
人
１
億
５
千
万
円
、
償
還
期
限
は

最
長
10
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
無
利
子
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
資

金
（
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
、
農
業
改
良

資
金
）
は
予
算
に
よ
り
融
資
枠
に
限

り
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
利
用
を
検
討

中
の
方
は
で
き
る
だ
け
早
く
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

農
林
漁
業
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
資
金

災
害
に
よ
る
被
害
や
経
済
的
環
境

の
変
化
で
経
営
が
一
時
的
に
悪
化
し

た
方
を
対
象
と
し
た
資
金
制
度
で
す
。

借
入
の
限
度
額
は
６
０
０
万
円
、

償
還
期
限
は
最
長
10
年
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ご
相
談
は
公
庫
窓
口
等
で
随
時
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。

※
資
金
の
ご
利
用
に
は
、
貸
付
審
査

が
伴
い
ま
す
。
審
査
の
結
果
に
よ
り

ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
ご
ざ
い

ま
す
。

http://www.jfc.go.jp/a/

７
月
23
日
に
日
本
農
業
技
術
検
定

試
験
が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
る
。

こ
の
技
術
検
定
試
験
は
、
農
業
を

学
ぶ
学
生
や
、
農
業
を
仕
事
に
し
た

い
人
の
た
め
の
検
定
で
、
毎
年
７
月

と
12
月
に
行
わ
れ
る
。
検
定
は
３
級
、

２
級
、
１
級
と
難
易
度
の
異
な
る
区

分
が
あ
り
、
自
身
の
レ
ベ
ル
に
合
わ

せ
て
受
検
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
級
は
学
科
試
験
の
み
で
あ
り
、

２
級
と
１
級
は
学
科
試
験
と
実
技
試

験
が
行
わ
れ
る
が
、
農
業
高
校
、
農

業
大
学
校
、
農
業
系
の
大
学
な
ど
で

学
ぶ
学
生
・
生
徒
や
、
就
農
準
備
校

で
学
ぶ
人
た
ち
、
農
業
法
人
等
の
就

業
者
、
独
立
就
農
を
目
指
す
研
修
生
、

農
業
後
継
者
な
ど
が
農
業
に
つ
い
て

の
知
識
・
技
能
の
水
準
を
量
り
、
教

育
研
修
の
効
果
を
高
め
る
こ
と
を
狙

い
と
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
農
業
を
担
う
人
材
の

育
成
・
確
保
に
欠
か
せ
な
い
検
定
と

し
て
関
係
機
関
か
ら
注
目
さ
れ
て
お

り
、
入
試
で
優
遇
す
る
農
業
大
学
校

や
農
業
系
大
学
が
出
て
き
た
だ
け
で

な
く
、
優
先
採
用
す
る
農
業
法
人
が

あ
る
な
ど
、
受
験
メ
リ
ッ
ト
も
拡
大

し
て
い
る
。
受
験
者
は
年
々
増
加
し
、

２
０
１
０
年
は
約
１
８
，
５
０
０
人

が
検
定
を
受
検
し
た
。

ま
た
、
日
本
農
業
技
術
検
定
は

「
農
の
雇
用
事
業
」
で
採
択
さ
れ
て

い
る
研
修
生
の
農
業
知
識
の
習
熟
度

を
量
る
目
安
に
も
な
っ
て
お
り
、
検

定
３
級
受
検
が
当
該
事
業
の
要
件
に

な
っ
て
い
る
。
本
県
で
の
７
月
の
受

験
予
定
者
は
16
名
で
あ
り
、
う
ち
研

修
生
は
13
名
が
受
験
予
定
。

徳
島
県
担
い
手
育
成
支
援

協
議
会
総
会
開
か
れ
る

徳
島
県
担
い
手
育
成
支
援
協
議
会
の

通
常
総
会
が
７
月
６
日(

水)

に
徳
島

市
の
ホ
テ
ル
千
秋
閣
で
開
か
れ
、
①

平
成
22
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支

決
算
、
②
平
成
23
年
度
ア
ク
シ
ョ
ン
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
が
審
議
さ
れ
、

い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
た
。
と
く
に
ア

ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
本
県
の

担
い
手
の
将
来
展
望
と
地
域
農
業
の

構
造
改
革
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
定
め
た
も
の
で
、
平
成
22
年
度

に
は
県
の
農
林
水
産
基
本
計
画
と
の

整
合
性
を
取
る
た
め
数
値
目
標
等
を

変
更
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
回
は
平
成
23
年
度
の
各
項
目
の

数
値
目
標
に
つ
い
て
定
め
、
関
係
機

関
・
団
体
が
そ
の
目
標
を
達
成
す
る

べ
く
有
機
的
な
連
携
を
取
り
各
種
事

業
に
あ
た
る
こ
と
を
認
識
し
た
。

ま
た
、
情
報
提
供
と
し
て
県
内
で

解
消
さ
れ
た
耕
作
放
棄
地
の
活
用
事

例
の
紹
介
や
戸
別
所
得
補
償
制
度
の

昨
年
度
の
支
払
実
績
と
本
年
５
月
末

段
階
の
申
請
状
況
に
つ
い
て
各
担
当

か
ら
報
告
を
受
け
た
。
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日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら
ま
で

日
本
政
策
金
融
公
庫
徳
島
支
店

農
林
水
産
事
業
農
業
食
品
課

０
８
８(

６
５
６)

６
８
８
０

日
本
農
業
技
術
検
定

学
科
試
験
が
開
始



場所 対象者

２１日～２２日 農業法人協会中国四国ブロック研修会 尾道市「尾道ふれあいの里」 農業法人協会役員等

２３日 日本農業技術検定学科試験 徳島市「ホテル千秋閣」 受験希望者

２５日～２８日 農業簿記教室 県内４市町 複式農業簿記記帳農家

２９日 徳島県農業機械等安全推進協議会 徳島市「ホテル千秋閣」 推進協議会会員等

２９日 集落営農指導調査会議 県庁６０１会議室 集落営農推進関係者

　１日～９月末 農業インターンシップ事業本格実施 県内受入３４農家・事業所 農業系大学生

　２日 農業法人協会定例会・役員会 徳島センチュリ－プラザホテル 農業法人協会会員

　３日 勝名地区農業委員会協議会 勝浦町役場 勝名地区農業委員会関係者

　４日 四国地区農業委員会活性化強化主任者会議 高松市「ニューフロンティア」 農業会議職員

　５日 農業簿記教室 上板町 簿記記帳希望者

　８日 農業委員会職員研修会・職員協議会総会 徳島市「ホテル千秋閣」 農業委員会職員

１８日 農業委員会新任職員研修会 徳島市「ホテル千秋閣」 農業委員会新任職員

２０日 新・農業人フェアー’２０１１ 仙台市「仙台TICビル 震災被災者等

２３日 徳島県農業会議通常総会 徳島グランヴィリオホテル 農業会議員

２５日 農の雇用事業指導者・研修生研修会 徳島グランヴィリオホテル 事業採択経営体代表者等

３０日 徳島県農業会議第３７１回常任会議員会議 徳島市「ホテル千秋閣」 農業会議常任会議員

　７日 新任農業委員研修会 板野町教育センター 新任農業委員

　８日 新任農業委員研修会 小松島市ミリカホール 新任農業委員

１７日 新・農業人フェアー’２０１１ 池袋「サンシャインビル」 新規就農・就業希望者

２０日 徳島県農業会議第３７２回常任会議員会議 徳島合同庁舎会議棟 農業会議常任会議員

９月

徳島県農業会議等の行事予定

会議等の行事予定

７月

８月

単位：㎡

住　　宅 植　　林 倉　　庫 資材置場 駐車場 農用施設 道　　路 工　　場 砂利採取 その他 合　　計

４月 12,403 2,506 4,993 2,797 9,245 2,501 267 0 0 8,273 42,986

５月 10,503 0 0 6,926 5,722 398 116 0 0 12,836 36,501

６月 10,550 4,580 560 613 5,161 0 1,427 1,210 0 12,076 36,177

合計 33,456 7,086 5,553 10,336 20,128 2,899 1,810 1,210 0 33,185 115,663

農地法第４条・第５条転用許可の面積

改
訂
版

新
・農
地
の
早
わ
か
り

農
地
の
法
律
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
と
り

ま
と
め
ま
し
た
!!

平
成
21
年
の
農
地
法
の
大
幅
改
正

並
び
に
農
地
関
係
法
の
改
正
に
対
応

し
た
「
新
・
農
地
の
法
律
早
わ
か
り
」

を
改
訂
し
、
農
地
面
積
、
権
利
移
動

件
数
な
ど
を
最
新
の
デ
ー
タ
に
更
新

し
ま
し
た
。
農
地
の
法
律
に
つ
い
て

図
表
を
用
い
て
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
わ

か
り
や
す
く
解
説
。
初
心
者
か
ら
実

務
者
ま
で
、
ご
一
読
し
て
い
た
だ
き

た
い
一
冊
で
す
。

A4
判
・
51
頁

定
価
８
０
０
円

～

主
な
内
容
～

Ⅰ

農
地
法

Ⅱ

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法

Ⅲ

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す

る
法
律

Ⅳ

市
民
農
園
の
開
設

Ⅴ

用
語
の
定
義
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全
国
農
業
新
聞
の

普
及
拡
大
を

全
国
農
業
新
聞
は
、
農
業
者
の
公

的
利
益
代
表
機
関
で
あ
る
農
業
委
員

会
系
統
組
織
が
発
行
す
る
週
刊
の
農

業
専
門
紙
で
す
。
農
業
委
員
と
農
業

者
、
農
業
者
と
地
域
住
民
・
消
費
者
、

農
村
と
都
市
の
絆
を
強
め
る
た
め
の

「
か
け
は
し
」
と
し
て
、
普
及
・
拡

大
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

購
読
料

月
額

六
百
円

発

行

毎
週
金
曜

お
申
込
み
は
農
業
委
員
会
へ

あ

と

が

き

とくしま農業実証フィールドモデル事業

本県では今年度から「農業実証フィールドモデル事業」をス

タートさせた。8月からの本格実施に向けて、都会の農業系大

学生の希望と受入農家のベストマッチングを図るため、本会

議の就農コーディネーターは手間を惜しまず休日なしの東奔

西走。学生にはこの体験を通じて農業経営の魅力や生き甲

斐を知って貰い、本県での就農を期待したいものだ 。(T･M)

徳島県農業会議へのお問い合せ
TEL（088)678-5611 fax（088)655-8364
URL http://www.tokukaigi.or.jp
mail home@tokukaigi.or.jp

新
刊
農
業
図
書
紹
介

徳
島
県
農
業
会
議
常
任
会
議
員

会
議
で
処
理
し
た
農
地
法
第
４
条
・

第
５
条
の
転
用
許
可
面
積
は
左
表

（
４
月
～
６
月
）
の
と
お
り
と
な

り
ま
し
た
。


